第５回議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年6月28日(金)　午前10時00分～午前11時11分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	副委員長　水野とみ子
委　員　　青山直道　　川合保生　川本勝幸
　じんの和子　すえ規代　原田秀俊
議　長　　正木祥豊　　副議長　　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記

	欠席者
	議　員
	委員長　　丹羽茂雄


１　あいさつ
（1）議長
（2）副委員長
　・　委員長欠席の報告
　・　６月26日に欠員補充のため、さとう議員追加選任の報告
２　議題
（1）条例制定のための課題研究
（副委員長）・　先回の委員会で検討事項を提出することになっていた。じんの委員から資料
　　　　　 が提出されたので、説明をお願いしたい。
（委　員）・　他市町の基本条例に規定されている項目の中で、すでに長久手市議会で実施しているもの、今後、基本条例を制定するにあたり、項目として検討すべきものを記載した。「通年議会の実施」に関しては、自分の中でも迷っており、項目としてあげていない。
（副委員長）・　委員長から島田市議会及び伊賀市議会の基本条例を参考資料として配布するよう指示があった。違いとしては、島田市議会は５章で構成されており、大枠を規定し、細部に関する記載は少ない。一方、伊賀市議会は10章で構成されており、項目についても詳細な内容が書かれている。委員長からは、細部に関する内容までも条例で規定するべきか否かについて、委員会で検討して欲しいと言われている。
　　　　　　 じんの委員から提出頂いた資料について、気がついた点などがあれば意見を頂きたい。
（委　員）・　平成12年度に費用弁償を廃止したという項目を追加してはどうか。
　　　　 ・　予算、決算については、特別委員会を設置するのではなく、全員で審査すべきだと思うので、改革案として追記してはどうか。
（副委員長）・　上段に記載のある既に実施している項目についても、条例に規定すべき項目はあるか。
（委　員）・　市民の意識として、議会に関心を持っているのは、一部であると思う。市民の声を取り入れる方法として、議会報告会や地区懇談会で聞いても良いし、アンケートを採ってみても良いのではないか。
　　　　 ・　「議員間討議」「反問権の付与」「請願・陳情者の直接説明の機会の保障」といった項目を入れるか入れないかの議論が大切。
　　　　 ・　基本条例では細かく規定せずに、申し合わせ事項などで細かく定めている議会もあるようだ。
　　　　 ・　各条文を細かく規定するにも程度があるが、現在、実施している項目については、規定した方がよいのではないか。
　　　　 ・　条例で規定する項目については、しっかり検討すべき。
（副委員長）・　じんの委員の案について改良できるところ、追加した方が良いと思われる項目はあるか。
（委　員）・　議会が市民の意見を集約し、当局と議論することが基本となる。即ち、読んで分かる条例であり、今回提示された2つの議会基本条例でいうなら伊賀市議会基本条例が近いものである。
　　　　 ・　議会で検討していること、試行しようとしていることなど必要なものを選択すればよい。
　　　　 ・　通年議会の具体的な内容が分からない。勉強した上でないと規定すべきか判断できない。
（副委員長）・　基本条例に規定があるにもかかわらず、その内容を実施していない議会もあるようである。書くだけで実際にやらないということではいけない。
（委　員）・　何を規定するかという議論よりも、実際に当市議会で実施できる項目を規定し、当市議会の姿を見せていくことが大事。はじめに、前文の部分で「議会の立場」「市民との関係」を謳いながら、前文自体の内容を固めていくことが重要なのではないか。
　　　　 ・　全会一致で制定を目指していきたい。
（副委員長）・　どのような思いで基本条例を制定したかについて、総則に規定すべきではないか。
（委　員）・　理念条例は総則が重要。内容については、「入れるか」「入れないか」の話。当市議会としてなぜ制定したかということを市民に伝えることが大事。
（議　長）・　長久手らしい前文を作っていくことが大事。
（委　員）・　市民の意識調査を一度実施してはどうか。
　　　　 ・　パブリックコメントをどうやってやるのか検討していかなくてはいけない。
（結　論）・　次回は、前文についての議論と併せて市民の意識調査についても議題としたい。
　　　　 ・　委員は、各自前文案を７月１０日までに事務局にデータで提出すること。
　　　　 ・　次回は７月１７日（水）午前１０時から委員会室にて開催。
